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この場所は第二次朝堂院の東第四堂で、第

二次朝堂院ではその東半分を継続して調査し

てきました。これまで、朝堂に間しては北か

ら東第一堂（第l61次）、東第二堂（第173

次）、東第三堂（第203次）まで調査し、奈

良時代後半の礎石建物（上層建物）の規模・

構造が明らかになり、また各堂の下層には奈

良時代前半の掘立柱建物（下層建物）があっ

たことも判明しました。このほか朝堂院東門

の一部（第203次）、さらに朝堂院の囃庭部分

では大嘗宮の遺構（第163•169 • 188次）が発
見されています。

今回の調査の目的は、東第四堂の上屠建物

の規模・構造と下層建物の有無を確認するこ

とです。 10月4日から面積約2200m'を対象に

調査を始め、当初の予想に反し上層遺構の保

存が良く、その規模が判明しました。一方、

下層遺構は上層建物の基埋土に覆われ、近代

の井戸の断面で柱穴が1つ発見されているだ

萎こ・:9,．けです。そこでまず上層遺構の記録を行い、

皆様に保存の良い上屠遺構を公開した後に、 姿心唸J ：⇔3 々-
下層遺構の本格的調査を行おうということに

なりました。

（ 
東第四堂発見の遺構

上屡建物の基匿程度の差はありますが、

基埋土は南端を除き残っており、北3分の1

の保存が特に良いです。基壇の外装は凝灰岩

の切り石が使用され、それが抜き取られた跡

が溝状になり、基垣の規模が南北60.9m(20 

3尺）、東西18m(60尺）と長大であったこと

が判明しました。また東第一～三堂までは東

西各3つだった階段が、第四堂では5つあり

ました。北面階段は従来同様1つで、南面階

段は削平されていますが、かつては 1つあっ

たのでしょう。

奈文研・平城宮跡発掘調査部 1991•11•30 

辛`

甕
第
甘
堂

平城宮第二次

平城宮跡第213次発掘調査中間報告



平城宮跡第213次発掘調査中間報告

上層建物 基壇上には礎石を据えた穴が13

ヶ所残され、中に根石が入っています。これ

と階段の位置から、桁行15間、梁行4間の四

面に庇の付く建物であったことが判明しまし

た。柱問寸法は、●舎が3.9m(13尺）で、庇

の出が3m(lO尺）ですから、上層建物は南

北56.7m089尺）、東西13.8m(46尺）だっ

たことになります。東第四堂は東西の幅は東

第一～三堂に揃えていますが、南北長は非常

に長いです。

上層墓壇周辺の鑢装基壇の北と西に隣接

したところは、石敷で舗装されています。基

壇に接している部分は小粒の礫が、その外側

は大粒の礫が使われています。これも東第一

～三堂では良くわかっていませんでした。ま

N6•ユ

た、礫が敷分けられたところに排水用の暗渠

があり、南北方向のものは東第一堂まで続き 基

ます。基埋の東は凝灰岩をつぶしたものを突＇ 壇

き固めて繍装しています。その下に礫敷が見 ・外

えるところがありますから、舗装は複数回行
装

の
われたのでしょう。 凝

下層建物の柱穴近代の井戸の断面で一辺 灰

約2mの掘立柱の掘形と柱抜取り穴が発見さ 岩
切

れています。その位置は後述します下層建物 石

の柱の想定位置に一致しますので、下層建物 の

のものと推定しています。 抜

第二次朝堂院設計計画図
取

上層建物の柱問寸法、東西幅、側柱筋は東

第一～四堂は揃いますが、桁行は第一堂が7
よ

問、第ニ・三堂が9問、第四堂が15問です。

第一～二堂澗を広くとり、第二～三、第三～

四堂間は54尺に揃えています。

上層建物の配匿は完全に大尺による下層建

物の配置計画に規制されています。第二菌庄吋節篇

下・上層とも朝堂院の南北の中軸線上しこのり

、第一堂、第三堂も建物の南か北の妻柱を下

層に合わせています。未検出の下層第四堂と

上層の南妻柱位置は一致すると考えると、非

常に合理的な設計図が推定できます。
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第二次朝堂院設計計画図（第五・六堂を除く）
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朝堂院と東第四堂の比較
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大内裏図考證にみる平安宮

朝堂院東第四堂（明礼堂）
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朝堂院東第四堂の機能

今回の調査では東第四堂の機能を裏付ける遺物は発見されていません。平安宮

朝堂院の東第四堂は、それを推定する上で大いに参考になります。平安宮の東第

四堂は明礼堂と呼ばれ、八省のうちの治部省とそれに属する3つの寮の役人が着

座し、儀礼に列慮したり、仕事をしたところです。平安宮の東第四堂は桁行きが

15問で階段も東西各5つで、平城宮の上層東第四堂に良く似ています。

治部省は祥瑞、葬式、国の忌日、姓氏・系譜や役人の継承・婚姻、外交関係の

事務、などの仕事をする役所です。大宝律令制定以前は理官と呼ばれました。大 i
宝律令の制定以降、官人の秩序は氏姓ではなく、位階の高低によることになった l
ため、位階を担当する式部省の重要姓が高まり、治部省は形式的な儀礼などを担

当するようになりました。とはいうものの、八省の中では中務、式部に次いで三・

番目の格付けがされ、朝堂の第四堂を単独で占めることができたのは、大宝律令

以前の氏姓が社会において大きな意昧をもっており、それを担当した理官の地位

が高かったという伝統によるものでしょう。

≪参考,.,

奉云わく、朝参儀式、 1i.1立以上は稟四殿前に列し
六位以下は式部ぶ洗．9訂殿の後るに列するなり。

、弁釦詞蟷殿前に列し、

平城宮第二次朝堂院上層建物の軒瓦

軒丸瓦6225C

軒平瓦6663C

奈文研•平城宮跡発掘調査部

接合式

朝堂院用．；

鬱言
顎を削らない

朝堂院用

1991•11•30' 

一本造り式

大極殿用

瓢ヽパ覆を削る
大極殿用 i

東第四堂で出土した軒瓦は 1組で、軒丸瓦6225Cと軒平瓦6663Cです。

これは主として都を平城に戻した745年以降に大極殿や朝堂院のために作った

軒瓦です。ただし、朝堂院で出土する軒瓦と大極殿のそれとは文様はまったく同

じですが、作り方に違いがあり、とくに朝堂院の軒平瓦6663Cは、瓦の粘土

に文様をつける木型（舘型）の傷が少なく、瓦の顎先を削らないタイプで、大極

殿出土の6663Cと比べて古い技術伝統を残しています。この解釈も今後の大

きな課題と言えます。

朱 ＝ 
（令集解

捉老令の註釈粛の一つ、
倣制令文武官条）

平安時代に成立


